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➀  無処理、 ➁  酢酸エチル処理（120 秒間）、➂  T 字型維持孔（直径 1.6mm）、➃  T 字型維持孔（直径 2.1mm） 
その後、 JIS T 6506 に準じて義歯床用蝋型を作製し、フラスクに埋没流蝋した後、3 種類の射出成形型熱可
塑性樹脂（ポリアミド、ポリエステル、ポリカーボネート）を射出成形し、試料を作製した。また従来法と比
較するため無処理の人工歯に加熱重合レジン（PMMA）を用いた試料も作製した。完成した試料は 37℃の水
中に 10 日間浸漬した後、結合強さ試験を行った。試料数は各条件につき 10 個とした。得られた結果は分散分
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結  論  
ポリアミド、ポリエステルおよびポリカーボネートを用いた射出成形型熱可塑性樹脂に対する硬質レジン歯
およびレジン歯の結合強さを向上させる人工歯基底面処理は、直径2.1mmのT字型維持孔が効果的であった。  
